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大阪学院大学 2010-2011 年秋学期 

 

日本日本日本日本でのでのでのでの異文化研究異文化研究異文化研究異文化研究 

――――理論理論理論理論とととと実践実践実践実践―――― 
 

担当教員担当教員担当教員担当教員：：：：    
 

古橋 政子（Seiko Furuhashi） 

 

E-mail:      seiko@ogu.ac.jp 

授業時間：    水 12:50-16:00 

オフィス:     01-04-04       

Office Hours    未定 

Subject code :   1021 

 

コースコースコースコース概要概要概要概要    

 

このクラスは、異文化理解研究分野の初心者で、日本の文化や社会生活経験が少ない留学生

を対象として日本語日本語日本語日本語で行われます。このクラスは「文化的背景や価値観の異なった人々が交

流する場合にどんな問題が起きるか、それはなぜか、そしてそれをどう克服するかというこ

とを学びます。そのため、受講者のみなさんには、日本語での活発な参加と異文化体験を積

極的に受け入れる学習態度が期待されます。 

 

この講座の目的: 

- 異文化交流上の諸問題に気づき、それを自分の経験と重ね合わせて理解することによっ

て、その認識を将来的に役立たせる能力を得る。 

- 日本文化および学友たちの持つ文化そして自分の文化について広く学ぶ。 

- 困難な体験にも挑戦し、そこから学ぶ能力を培う。 

- 異なった文化環境の中でも快適に生活できるようになる 

- 異文化理解研究に必要な日本語の語彙、表現と共に、重要な英語の専門用語も学ぶ。 

 

使用教材使用教材使用教材使用教材 

 

富岡美知子・ポール・ジャフィー『留学に成功するための異文化コミュニケーション

ハンドブック』龍谷大学 2009 年（Jaffe,P, and M.Tomikoka. “Intercultural Handbook 

for Study in Japan”） *未出版文献。著者の好意により、使用後の評価・参考意見を提供
する条件で使用許可を取得。＊講義時に配布する 

関連書籍、研究雑誌、異文化訓練教材などから抜粋、あるいは学生の日本語能力に応

じて担当教員が作成した購読 資料を印刷物として配布、あるいはＯＧＵのＣａｄｄｉｅシス

テム上に掲載し、学生がそれをダウンロードできるようにする。 

 

課題課題課題課題／／／／宿題宿題宿題宿題 

異文化体験記録: 「ジャーナル」と呼ばれる日誌形式で、クラスでの学習事項、購読資料な

どに関連付けて、自分の体験を継続記録する。 
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自分の異文化体験に基づいて、事例を 2 ～ 3 例作成する（上記ジャーナルを利用）。最後に

その中の一例を寸劇として発表する。 

 

定期試験定期試験定期試験定期試験    

 

中間試験は実施しない 

 最終試験：異文化理解研究上の基礎的な用語、概念、その他の知識習得状況を査定するため

に学期末に実施する。  

 

評価評価評価評価、、、、出席出席出席出席    

  

 欠席：事前連絡の無い欠席が５回に達した場合、Ｆ評価となる。 

 遅刻：事前連絡、又は公式証明書の無い遅刻（２０分以上）２回は欠席１回と数える。 

   

 急病など緊急事態による欠席の場合は、担当教員に出来るだけ早くメールで連絡すること。 

 実地見学旅行には、交通費、入場料などの費用がかかる場合がある。経済的な問題がある学

生は事前に担当教員と相談すること。 

 評価配点：出席 ２０%,  クラス参加２０%, 異文化体験記録 ２０%,事例作成と寸劇 ２０%, 

最終試験 ２０% とする。優れた『異文化コミュニケーションハンドブック』の評価・参考意

見など、特に優秀な成果には、最高 5 点までのボーナス評価を与える。 

    

備考備考備考備考：学生の数、文化圏の広がり、興味などの状況を見て、シラバス内容を変更する場合が

ある。 

                                

 

コーススケジュールコーススケジュールコーススケジュールコーススケジュール    

第一週: 1: オリエンテーション 

  2: 導入：個人面談 
  

第二週: 3:「文化」とは何か：学生の「自文化」についての発表  
  4: 「文化」の定義 

    

第三週: 4:日本での異文化体験報告 (1) 

  5:異文化体験報告の総括  
    

第四週: 5: DVD 「若者たち」鑑賞 part 1 

  6: カルチャーショックとアイデンティティ危機 

 

第五週: 9: 「DVD 「若者たち」鑑賞 part 2 

 10: 異文化への適応過程「文化」の定義 

    
 

第六週: 11: 認知過程への文化の影響 

  12: 客員講師による講義又は・異文化体験プロジェクト 
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第七週： 13:異文化体験プロジェクト報告 (2) 

  14:個別指導  

     
 

第八週: 15/16: 実地見学旅行：伏見稲荷大社神楽舞と酒蔵見学（予定） 

          日時と見学先は変更の可能性あり  
 

第九週: 17: 異文化誤解の体験から学ぶ事：理論と実践 (1) 

 18: 異文化誤解の体験から学ぶ事：理論と実践(2) 

 
第十週: 19:  異文化誤解の体験から学ぶ事：理論と実践(3) 

 20: 文化と言語的・非言語的コミュニケーション (1) 

 

第十一週: 21: 異文化誤解の体験から学ぶ事：理論と実践(4)） 

 22: 文化と言語的・非言語的コミュニケーション(2) 

 

第十二週: 23: 異文化誤解の体験から学ぶ事：理論と実践(5) 

 24: 文化と価値体系 

     
第十三週: 25: 最終プロジェクト（寸劇）の順備 

  26: 最終プロジェクトの（寸劇）準備 

 

第十四週: 27: 最終プロジェクト（寸劇）の練習：  

 28：プロジェクト（寸劇）発表会 

    
第十五週: 29: 復習と試験準備 

 30: 最終試験 

 


